




従来から染色体異常と四肢奇形との関連性について研究してきた。

本年度は正常学童を対象に,本邦における皮膚紋理の一つの standard 算出を試

みだ。年齢は 6 才 119 名,7 才 208 名,8 才 200 名,9 才 150 名,10 才 184 名,11

才 165 名で,男 523 名,女 503 名の計 1,026 名であった。これらは精神々経学的

に異常を認めず,双子例も除外した。

一般に,比較的みられない皮膚紋理の頻度を算出し,常染色体異常例と対比し検

討し表 2に示した。


